
東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象
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今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

歳入確保を進めるため、基金の運用を行う必要性は高いです。

有効性 定期預金での運用を基本に考えていますが、低金利が続いるため、債券での運用を検討していく必要があります。

達成度

財政課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 497,463 1,014,294 10,848

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費
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一次評価者 財政係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

定期預金の低金利が続いているため、国債での運用を進めたいのですが、国債も利率が低い状態が続いています。

効率性 基金によっては複数の定期預金で運用を行っている場合があるので、定期預金の統合を進めていきます。

改　革
計　画

国債以外の債券の購入を検討します。

今後の方向性 方法改善

利率の高い国債での運用を続けており、目標を達成できています。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

安全性の高い国債による資金運用は、低金利の状況下にあって、財源確保に有効な手段であることから、引き続き適切な運用に努め
るとともに、既存定期預金の管理方法や国債以外の安全で有利な債券の運用などについても検討を行い、更なる歳入の確保に努め
てください。

二次評価者

その他特定財源 3,577 3,553 10,600

一般財源 493,693 1,010,491 0

0.031 193 0.040 250 0.040 248

計(Ａ) 497,270 1,014,044 10,600

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

国債での運用 運用益の増加を図るため 億円
5億円以上 5億円以上 5億円以上 5億円以上

5億円 5億円

指標名

公的関与

089-964-4401 メールアドレス zaisei@city.toon.ehime.jp

１ 自主性・自立性の高い自治体運営の推進

事業区分

事業の目的 基金として保有する現金を確実かつ有利な方法で保管するため。 根拠法令等 東温市財政調整基金条例ほか

総合計画 政策目標 ５ みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ５ 自立した自治体経営の推進

003 1017 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

基金運用事務

金融機関の定期預金での運用を行うとともに、国債等の債券での
運用をあわせて行います。
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事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 財政課 係　　名 財政係 電話番号

内部管理事務・その他 事業運営方法 直営 実施計画

金融機関での定期預金での運用

国債での運用

達成度を
測る指標


